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水稲におけるミナミアオカメムシの発生状況について

近年、ミナミアオカメムシ（図１）の捕獲数が増加傾向にあります。吸汁量が

多く、低密度でも水稲に大きな被害をもたらす恐れがあるため、発生状況の把握

に努めるとともに、適切な防除をお願いします。

１ 現在の発生状況

１）近年、斑点米カメムシ類調査（出穂後水稲20回振り）における捕獲数が年

々増加傾向にある（図２）。令和２年は７月下旬の調査において水田内で成

虫を捕獲し、その後８月下旬の調査において穂で幼虫の発生を確認した。

２）特に県西部で捕獲虫数が多い。

２ 形態及び生態

１）体長12-16mm、アオクサカメムシによく似る(５ ミナミアオカメムシの見分

け方 参照)。また、多くの色彩型が知られ、緑色型（図１：成虫）のほか

帯状・斑状の模様を持つ個体も見られる。

２）広食性で水稲、ダイズ、トウモロコシなど多くの植物を食害することが知

られている。水稲では成・幼虫が出穂後から収穫まで穂を加害する。水稲を

加害するカメムシ類の中でも、子実に与える被害は激しい。

図１ ミナミアオカメムシ 図２ ミナミアオカメムシ累計捕獲虫数

（左：成虫、右上：５齢幼虫、右下：３齢幼虫）

３ 防除対策及び防除上の注意事項

１）斑点米カメムシ類の防除方法（農作物病害虫雑草防除指針参照）に準じる。
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５ ミナミアオカメムシの見分け方

ミナミアオカメムシはアオクサカメムシ、ツヤアオカメムシと類似しているため、見分

け方を下記に示した。

ミナミアオカメムシ アオクサカメムシ ツヤアオカメムシ

体形
体長12～16mm
アオクサより縦長

体長12～16mm
体長14～17mm
ミナミアオ、アオクサ

より大型

体色 ツヤのない緑色 ツヤのない緑色 ツヤのある緑色

触覚①
第３、４、５節に
褐色部がある

第３、４、５節に
黒色部がある

小楯板上の斑点② 白い斑点が３個ある 白い斑点が３個ある ない

腹部背面③ 一様に緑色 黒みを帯びる


